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岩 手 県 ― 戸 地 方 に お け る 桑 の 発 芽 予 想

境田 謙一郎 。高木 武人・ 寿  正夫
(岩手県蚕業試験場 )

On the FOrec38t OF Sprouting Timo of Mulberry Tree in lchinohe Region(1731o PreFecture)
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桑の発芽日を予想することは,春蚕期の掃立日の決定や,

養蚕計画をたてるために重要な意義を持っている。さらに

春季の桑の発芽は品種によって差があり,ま た同一の品種

でも栽培地の立地条件や気象条件などにより差があること

が知られている4)。 特に気象的条件による影響が大きく,

中でも気温との関係から発芽予想について論議されたもの

が多く報告されている1'2'3,5,2

著者らは既に岩手県南部の水沢地方における春の発芽日

の予想について報告したり。しかし岩手県は広大な面積を

有し,地形的にも立地条件や気象条件が複雑であり,こ の

予想式を県下全域に適応することは難しいと考えられるこ

とから,こ こでは県北部に位置する一戸地方での発芽予想

について検討したので報告する。

2 調査材料及び方法

桑の発芽調査に供試した固場は,県蚕試一戸分場の構内

桑日で,土壊は 100A型 (崩積性火山灰土壊 )である。供

試桑品種の市平,改良鼠返は,と もに栽植距離 20″ X10

"に
1960年春植した中刈仕立であり,市平は毎年 6月 6日

に基部伐採収穫を行い,改良鼠返は春切し,両品種ともに

晩秋蚕期には無収穫の桑樹である。

桑の発芽・発育調査資料及び気象観測データは,一戸分

場で継続調査した中の1964年 から1981年 までのものを用い

た。

桑の発芽予想は,この18年間の発芽日と3月 上旬から4

月下旬までの各旬別の気象要因 (午前 9時,最高気温.最

低気温,平均気温,日照時数,降水量 )と 発芽日との関係

を求め,相関の高いものについて各旬間の観測値から予想

式を作り,その適合度について検討した。

3 結 果及び 考察

各気象要因と発芽日との相関 : 1964年から1981年 まで

の18年間の観測値を用いて各気象要因を市平,改良鼠返と

の相関係数を求め,その結果を表 1及び表 2に示した。

市平の発芽日と各気温との相関は, 3月 下旬から4月中

旬までは極めて低く,発芽日に近い4月 下旬に至 り急激に

高くなり, 4月 下旬における午前 9時 ,最高,最低,平均

注.平均気温は最高気温+最低気温の 1/2

表 2蒲
辱褥θ躍ゞ

う日と各気象要因との相関係数

藪
９
温
前
気
午
時

高
温
最
気

低
温
最
気

均
温
平
気

照
数
日
時 降水量

0月上旬

3月 中旬

3月下旬
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-017
-002
-019
-030
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-066

-018
-013
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-009
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気温との相関係数はそれぞれ-065, ‐078,-067,
-076であり,最高気温次いで平均気温との相関が高かっ

た。なお日照・降水量は各旬ともに相関が低かった。これ

らの傾向は表 2に示した改良鼠返でも同様であり,最高気

温で-080と 最も高い相関関係を示した。このことは水沢

地方では最低気温が最も発芽日と相関が高かったことと対

比し興味深い。これは,一戸,水沢両地方の18年間の気温

平均をみると,最低気温は両地方ともに各旬同様の上昇経

表3 市平と改良鼠返の脱ぼう日予想式
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表 4 予想式による脱ぼう日の算出

年
平

値測

市

実

市 平 計 算 値 改良鼠返 改 良 鼠 返 計 算 値

1 2 3 4 実 測 値 1 2 3 4

1964

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

35

40

33

34

30

33

35

43

31

32

36

30

39

87

36

40

42

35

387

387

335

034

37 1

34 5

347

381

330

347

354

34 1

048

39 4

342

398

87 9

024

37 5

40 5

328

338

36 1

324

050

39 2

33 2

354

34 8

324

34 8

39 2

35 0

40 6

39 3

030

388

389

31 5

34 8

368

332

37 9

38 9

320

348

34 2

38 6

042

386

36 1

363

09 1

044

38 7

400

31 8

341

36.5

325

86 5

39 3

320

349

344

328

044

39 1

35 5

387

39 4

32 9

37

44

37

37

37

35

38

46

34

38

42

32

42

43

40

45

44

39

42 7

427

369

868

408

38 1

38 2

42 0

064

382

39 0

37.6

083

43 4

37 7

43 8

417

35 7

41 4

447

36 2

372

398

358

386

402

367

390

38 4

35 8

38 4

43 2

38 6

448

433

35 3

425

426

352

38 4

405

369

41 6

42 6

35 7

38 4

37 9

07 3

37 9

422

397

400

427

381

42 1

43 9

852

37 6

402

059

40 2

40 1

358

085

379

360

37 9

43 0

39 2

42 5

43 3

36 4

平均偏差 (35 8) 231 182 2 28 2 00 (394) 238 1 89 258 212

注. 1)脱ぼう日は4月 1日 を 1と して起算した。
2){)内は平均脱ぼう日

過を示すのに対し,最高気温では一戸地方の上昇が大きく  -1344X+5836,改 良鼠返 Y=-1482X+6436と いう

特に発芽日に近い4月下旬で大きいことに起因するものと  予想式が得られ, 2日 程度の偏差で予想が可能であった。

考えられる。
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